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家庭の状況と子の長時間のインターネット使用との関連

『インターネット社会の親子関係に関する意識調査』を用いた分析
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目的 本研究は，小学校児童と中学校生徒を対象に，家庭の状況と子どものインターネットの長時

間使用との関連を分析することを目的とした。

方法 国立青少年教育振興機構が2017年に20の都道府県の小・中学校で実施した「インターネット

社会の親子関係に関する意識調査」のデータを用いて分析を行った。分析の対象者は，イン

ターネットを使用していない210人を除いた小学 5 年生から中学 2 年生の2,062人だった。説明

変数として，インターネットに接続できる機器の所有，家庭での親の携帯電話やスマートフォ

ンの使用のあり方，親子関係などを用いた。平日における 1 日 3 時間以上のインターネット使

用または休日における 1 日 5 時間以上のインターネット使用を長時間使用と定義し，アウトカ

ム変数として用いた。また，睡眠不足の経験もアウトカムとして用いた。多変量ロジスティッ

ク回帰分析を行い，長時間使用および睡眠不足の経験の調整オッズ比と95信頼区間（95

CI）を算出した。

結果 子どものスマートフォンやタブレットの所有と平日と休日の長時間使用および睡眠不足に関

連が見られた。スマートフォンを所有していない群と比較して，所有している群の平日の長時

間使用の調整オッズ比は，2.55［95CI1.923.38］，睡眠不足は，1.66［1.172.34］だった。

親子の会話中に親が携帯電話やスマートフォンを操作することが良くある家庭では，子どもの

インターネットの長時間使用の可能性が高かった（休日の長時間使用の調整オッズ比は，1.59

［1.032.44］）。家族と一緒にいて楽しくないと子どもが答えた場合，休日の長時間使用の調整

オッズ比は，2.05［1.004.18］だった。追加分析の結果，会話中に親が携帯電話などを操作す

ることがよくある家庭，家族が一緒にいても各々が携帯電話などを操作することがよくある家

庭，親子関係が良好でない家庭では，家での携帯電話やパソコンの使い方などに関してルール

を決めていない傾向が見られた。

結論 親の携帯電話やスマートフォンの使用のあり方など家庭の状況と子どものインターネットの

長時間利用が関連していた。今後，子どもが適切にインターネットを使用する環境づくりを考

える上で，親自身の使用のあり方への注意や家庭におけるルール作りおよび家族全員の遵守の

重要性が示唆された。
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 は じ め に

近年，日本社会においてスマートフォンやタブ

レットが急速に普及し，それらのデジタル機器を通

したインターネット使用が幼児期や学童期の子ども

の間でも一般化している。総務省が実施する『通信

利用動向調査』によると，6～12歳の層において，

インターネットの利用状況は2011年の62から2016

年の83と大幅に上昇しており，13～19歳では，

95である。携帯電話やスマートフォン等などのモ

バイル機器は，6～12歳では約半数が保有しており，

13～19歳では約 9 割が保有している1)。モバイル社
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会研究所が関東圏在住の小中学生とその保護者500

組を対象に実施した2017年の調査では，4 割以上の

中学生が毎日 1 時間以上スマートフォンもしくは携

帯電話でインターネットを使用していた2)。2010年

に文部科学省が実施した『子どもの携帯電話等の利

用に関する調査』によると，携帯電話の所有率は，

小学校 6 年生で25，中学校 2 年生で46，高校 2

年生で96だった3)。どの学年でも，自分の部屋に

一人でいるときに使用する割合が最も高く，携帯電

話を所有しておりかつ携帯電話のメールを頻用した

りインターネットを長時間使用する子どもたちにお

いて，就寝時間が最も遅い傾向にあった。また保護

者のインターネット使用時間と子どものインター

ネット使用時間に相関が見られた。

インターネットの長時間使用および使用年齢の若

年化に伴う潜在的な危険性については，日本国内外

で知見が蓄積されつつある。厚生労働省の研究班が，

2012年に中学生・高校生の約10万人を対象に実施し

た調査の結果によると，中高生におけるインター

ネットの病的使用の割合は，女子で9.9，男子で

6.4と推計されている4)。海外の先進国では，携帯

電話やスマートフォンの長時間使用が子どもの健康

や発達に与える影響が盛んに行われており，睡眠習

慣の乱れとの関連やうつ傾向などメンタルヘルスへ

の悪影響などが示唆されている5,6)。また，使用に

伴うネットいじめなどの危険性も指摘されてい

る7)。日本の疫学研究の結果からも，睡眠習慣やメ

ンタルヘルスに関して同様の知見が示されてい

る8,9)。2014年度全国学力・学習状況調査では，携

帯電話やスマートフォンを通してインターネットを

使用している時間が長い児童のほうが，学力テスト

の平均点が低い傾向が見られた10)。

インターネットの長時間使用と子どもの身体的お

よび精神的な健康との関連については，徐々に明ら

かになりつつある。しかし，日本では，どのような

家庭環境にいる子どもがインターネットの長時間使

用をする傾向にあるのかはあまり明らかになってい

ない。津田たちは，小学校 4 年生から中学校 3 年生

を対象とした調査を実施し，自分専用の機器を所有

していたり，機器の使用に関してルールがない家庭

の子どもにインターネット依存傾向が多いことを明

らかにした11)。内海が中学生を対象に実施した研究

では，親が子どもにインターネットを自由に使用さ

せている状況と子どもの使用時間に正の相関が見ら

れた12)。筆者の一人が厚生労働省の21世紀出生児縦

断調査を用いて行った分析では，小学校入学前にお

いて就寝時間が遅い子どものほうが，小学校 5 年生

になった時に携帯電話でのメール交換を頻繁に行っ

ていたり，テレビやゲームなどのメディア関連機器

を長時間使用する傾向が見られた13)。富山県の 6～

13歳の子どもを対象にした Yamada らの調査で

は，父母の 1 日 2 時間以上のインターネットの使用

時間と子どもの 3 時間以上のスマートフォンやパソ

コンを通したテレビ視聴やゲーム利用に関連が見ら

れた14)。しかし，先行研究においては，特定の地域

や自治体に住む家庭を対象にした研究が多く，また

親の会話中の携帯電話やスマートフォンの操作など

家庭の状況に注目した研究は少ないため，本研究が

必要であると考えた。本研究では，国立青少年教育

振興機構が20都道府県の12の小学校および14の中学

校で実施した『インターネット社会の親子関係に関

する意識調査』を用いて，家庭の状況が小学校児

童・中学校生徒のインターネットの使用時間とどの

ように関連しているのかを分析した15)。また，イン

ターネットの長時間使用は，睡眠習慣の乱れと関連

していることが報告されており，睡眠不足の経験に

ついても分析を行った16)。

 研 究 方 法

. 調査の方法

本研究は，国立青少年教育振興機構が2017年 9～

11月に実施した『インターネット社会の親子関係に

関する意識調査』の個票データを用いた。この調査

は，日本・米国・中国・韓国における小学校児童お

よび中学校生徒の親子関係に関する意識を把握し，

日本社会における青少年教育の参考資料として用い

ることを目的としている。日本の調査では「2013年

度版全国学校データ」（小学校，中学校）を基に，

系統抽出法で20の都道府県から小学校12校，中学校

14校を抽出し調査への協力を依頼した。協力の同意

が得られた調査対象校には，小学校は 5, 6 学年，

中学校は 1, 2 学年から各学年約40人を抽出しても

らった。各学校において，対象となるそれらの児童

または生徒に調査の趣旨が説明され，参加の同意が

得られた児童または生徒に無記名での調査票による

調査の実施および調査票の回収が行われた。調査対

象者は2,595人で，2,272人から参加の同意が得られ

た（同意率87.6）。本研究を実施するにあたり，

国立青少年教育振興機構からデータの提供を受け，

データの二次分析に関して国立成育医療研究セン

ターの倫理審査委員会の承認を受けた（承認番号

1533，平成31年 1 月20日承認）。

. 調査の対象者

この調査には，日本・米国・中国・韓国の 4 カ国

から10,368人が参加しているが，本研究では，日本

の参加者である2,272人に分析を限定した。そのう
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ち，インターネットを使用していない210人を除き，

2,062人を対象に分析を実施した。調査の回答者

は，小学校 5 年生から中学校 2 年生までの児童また

は生徒本人である。分析に用いた質問項目に若干の

無回答があったため，最終的な分析対象者は，

1,820人から1,862人であった。

. 家庭の状況

本研究では，親との関係や親のインターネットの

使い方など家庭の特徴に注目して分析を行った。主

な曝露変数として，「子どもがインターネットを使

用できる機器」，「親（保護者）は，携帯電話やスマー

トフォンを使用しながら私と話す」，「家族と一緒に

いてもそれぞれが自分の携帯電話やスマートフォン

を操作している」，「あなたは家族と一緒にいるのが

楽しいですか」を用いた。インターネットを使用で

きる機器の所有の有無に関する質問では，携帯電

話，スマートフォン，タブレット，パソコンが選択

肢として挙げられていた。親の携帯電話やスマート

フォンの使用行動に関しての回答の選択肢は，「よ

くある」，「たまにある」，「ほとんどない」であった。

家族との関係の回答の選択肢は，「とても楽しい」，

「まあ楽しい」，「あまり楽しくない」，「楽しくない」

であった。

. インターネットの長時間使用

本研究の主なアウトカム変数として，「平日の一

日でインターネットを使用する時間」，「休日の一日

でインターネットを使用する時間」を用いた。ま

た，先行研究の知見を踏まえて「インターネット使

用による睡眠不足の経験」に関しても分析を行っ

た。平日のインターネット使用時間は，「ほとんど

しない」から「4 時間以上」の 6 カテゴリーから選

択，休日のインターネット使用時間は，「ほとんど

しない」から「15時間以上」の 8 カテゴリーから選

択であった。睡眠不足の経験の質問への回答は，

「あてはまる」，「まああてはまる」，「あまりあては

まらない」，「あてはまらない」であった。

. 共変量

曝露変数以外に性別・学年（小学校 5 年から中学

校 2 年），インターネットを使い始めた年齢（6 歳

以下，7～9 歳，10歳以上の 3 カテゴリーに集約），

主観的経済感（「裕福なほう」，「わりと裕福なほう」，

「ふつう」，「わりと厳しいほう」，「きびしいほう」）

を共変量として用いた。

. 統計解析

まず，各アウトカムが家庭の状況やその他の変数

と関連しているかどうかを x2 検定により分析し，

学年など順列のある変数に関しては，直線的な相関

があるかどうかをトレンド検定を用いて分析した。

つぎに，ロジスティックス回帰分析を行った。本分

析では，Yamada らの先行研究に倣って，子どもの

平日におけるインターネット使用時間が 3 時間以上

の場合を「長時間使用」と定義し，3 時間未満と 3

時間以上の二値に集約した14)。休日は，平日よりも

インターネットの使用時間が長くなるため，5 時間

以上の場合を「長時間使用」と定義した。「インター

ネットに夢中になって寝不足になることがある」に

関しても，「あてはまる」とそれ以外の二値に分け

た。これらのアウトカムに対して，二項ロジス

ティック回帰分析を用いて，共変量を調整した上

で，親との関係や家庭の特徴との間に関連が見られ

るかどうかを検証した。まず各変数と三つのアウト

カム変数との関連をそれぞれに分析し，粗オッズ比

を算出した。次にすべての変数をモデルに投入しそ

れぞれのアウトカム変数との関連を分析し，調整

オッズ比を算出した。感度分析として，アウトカム

をインターネットの使用時間が平日 4 時間以上，休

日10時間以上を「長時間使用」と再定義し分析を行っ

た。各オッズ比と95信頼区間（OR［95CI］）

を算出し，解析には，Stata13を用いた。

追加の分析として，先行研究では，インターネッ

ト使用における性別による傾向の違いが報告されて

いることから，男女による層別解析を行った16,17)。

また，家庭における子どもの携帯電話やパソコンの

使用に関するルールの設定の有無が親の携帯電話や

スマートフォンの使用のあり方や子どもが親と一緒

にいて楽しいと感じるかどうかとどのように関連し

ているのかを分析した。質問項目の一つとして「あ

なたの家庭では，携帯電話やパソコンの使い方など

に何らかのルールがありますか」があり，利用時

間，利用の内容，使用のルール（勉強中や食事中に

しないなど），使用料金の制限のそれぞれについて

「ルールを決めていて守っている」，「ルールを決め

ているが守れていない」，「ルールを決めていない」

の回答が選択肢として挙げられている。

 研 究 結 果

. 分析対象の子どもおよび家庭の特徴

表 1 および表 2 に平日および休日のインターネッ

トの使用時間と曝露変数および共変量との関係につ

いて示す。女子よりも男子のほうが使用時間が長い

傾向や，学年が高いほど，また使用し始めた年齢が

低いほど使用時間が長い傾向が見られた。家庭の状

況として，スマートフォンやタブレットを持ってい

る子どものほうが長時間使用しやすい傾向も見られ

た（トレンド検定の P 値参照）。表には示していな

いが，どの機器も所有していない子どもの割合は
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表 平日のインターネット使用時間で分けた子どもおよびその家庭の特徴の割合（n＝2,062)

ほとんどしない
（n＝344, 17)

1 時間未満
（n＝445,

22)

12 時間
（n＝547,

27)

23 時間
（n＝308,

15)

34 時間
（n＝219,

11)

4 時間以上
（n＝183,

9)
P 値

性別

女子（n＝1,008, 49) 191(19) 247(25) 242(24) 146(15) 106(11) 65( 7)
＜0.01

男子（n＝1,042, 51) 152(15) 197(19) 300(29) 161(16) 109(11) 118(11)

学年

小学校 5 年生（n＝449, 22) 105(24) 121(28) 93(21) 52(12) 29( 7) 39( 9)

＜0.01
小学校 6 年生（n＝470, 23) 108(23) 109(23) 146(31) 47(10) 35( 7) 24( 5)

中学校 1 年生（n＝547, 27) 72(13) 119(22) 145(27) 92(17) 71(13) 46( 8)

中学校 2 年生（n＝596, 29) 59(10) 96(16) 163(27) 117(20) 84(14) 74(12)

インターネット使用開始年齢

6 歳以下（n＝316, 16) 42(13) 45(14) 80(26) 56(18) 42(13) 48(15)

＜0.0179 歳（n＝848, 42) 143(17) 190(22) 232(27) 121(14) 81(10) 78( 9)

10歳以上（n＝840, 42) 140(17) 206(25) 221(26) 126(15) 90(11) 54( 6)

主観的な経済状況

厳しいほう（n＝63, 3) 16(25) 10(16) 9(14) 6(10) 13(21) 9(14)

0.04

わりと厳しいほう（n＝163, 8) 28(17) 29(18) 41(25) 30(18) 20(12) 15( 9)

ふつう（n＝1,108, 54) 173(16) 243(22) 293(27) 180(16) 113(10) 97( 9)

わりと裕福なほう（n＝425, 21) 69(16) 83(20) 135(32) 59(14) 38( 9) 37( 9)

裕福なほう（n＝281, 14) 54(19) 74(27) 64(23) 30(11) 34(12) 22( 8)

携帯電話

所有（n＝546, 27) 104(19) 127(23) 143(26) 67(12) 45( 8) 56(10)
0.02

なし（n＝1,495, 73) 235(16) 313(21) 399(27) 239(16) 172(12) 125( 8)

スマートフォン

所有（n＝932, 46) 55( 6) 155(17) 259(28) 184(20) 156(17) 118(13)
＜0.01

なし（n＝1,109, 54) 284(26) 285(26) 283(26) 122(11) 61( 6) 63( 6)

パソコン

所有（n＝462, 23) 58(13) 80(17) 129(28) 71(15) 55(12) 67(15)
＜0.01

なし（n＝1,579, 77) 281(18) 360(23) 413(26) 235(15) 162(10) 114( 7)

タブレット

所有（n＝711, 35) 57( 8) 133(19) 206(29) 124(18) 92(13) 91(13)
＜0.01

なし（n＝1,330, 65) 282(21) 307(23) 336(25) 182(14) 125(10) 90( 7)

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある（n＝185, 9) 25(14) 26(14) 45(25) 28(15) 27(15) 32(17)

＜0.01たまにある（n＝820, 40) 103(13) 159(20) 208(26) 152(19) 104(13) 88(11)

ほとんどない（n＝1,056, 51) 216(21) 260(25) 294(28) 128(12) 88( 8) 62( 6)

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある（n＝551, 27) 40( 7) 71(13) 139(26) 101(19) 92(17) 101(19)

＜0.01たまにある（n＝775, 38) 97(13) 181(24) 227(30) 124(16) 91(12) 49( 6)

ほとんどない（n＝735, 36) 207(28) 193(26) 181(25) 82(11) 36( 5) 33( 5)

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない（n＝44, 2) 7(16) 7(16) 8(18) 8(18) 7(16) 7(16)

＜0.01
あまり楽しくない（n＝132, 7) 16(12) 22(17) 29(22) 29(22) 22(17) 14(11)

まあ楽しい（n＝797, 41) 111(14) 145(18) 196(25) 134(17) 102(13) 104(13)

とても楽しい（n＝969, 50) 194(20) 248(26) 282(29) 122(13) 73( 8) 39( 4)

x2 検定による P 値の算出

トレンド検定による P 値の算出

()は，列の中での割合（例，女子の中で「ほとんどしない」に該当するのは19)

平日のインターネット使用の回答における欠損（n＝16)
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21で，45の子どもは何らかの機器を一つ所有し

ていた。残りの34は，2 台以上の機器を所有して

いた。また，親が子どもとの会話中に携帯電話やス

マートフォンを使ったり，家族が一緒にいてもそれ

ぞれ携帯電話やスマートフォンを使う家庭のほうが

長時間使用の傾向が見られた。家族と一緒にいてと

ても楽しいと答えている子どもは，長時間使用しな

い傾向にあった。表 3 に，睡眠不足の経験と各変数

との関係を示すが，平日と休日のインターネットの

使用時間と同じような傾向が見られた。平日のイン
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表 休日のインターネット使用時間で分けた子どもおよびその家庭の特徴の割合（n＝2,048)

ほとんどしない
（n＝228, 11)

1 時間
未満

（n＝300,
15)

12 時間
（n＝375,

18)

23 時間
（n＝374,

18)

35 時間
（n＝361,

17)

510時間
（n＝236,

12)

1015
時間

（n＝97,
5)

15時間
以上

（n＝77,
4)

P 値

性別

女子（n＝1,008, 49) 127(13)161(16) 188(19) 179(18) 174(17) 115(11) 31(3) 26( 3)
＜0.01

男子（n＝1,042, 51) 100(10) 139(13) 185(18) 190(18) 186(18) 119(11) 66(6) 50( 5)

学年

小学校 5 年生（n＝449, 22) 78(18) 79(18) 98(22) 66(15) 54(12) 31( 7) 18(4) 16( 4)

＜0.01
小学校 6 年生（n＝470, 23) 68(15) 84(18) 91(19) 91(19) 67(14) 39( 8) 17(4) 11( 2)

中学校 1 年生（n＝547, 27) 44( 8) 79(14) 96(18) 103(19) 105(19) 72(13) 26(5) 20( 4)

中学校 2 年生（n＝596, 29) 38( 6) 58(10) 90(15) 114(19) 135(23) 94(16) 36(6) 30( 5)

インターネット使用開始年齢

6 歳以下（n＝316, 16) 27( 9) 34(11) 43(14) 58(19) 55(18) 46(15) 28(9) 22( 7)

＜0.0179 歳（n＝848, 42) 95(11) 122(14) 169(20) 161(19) 134(16) 95(11) 39(5) 31( 4)

10歳以上（n＝840, 42) 90(11) 138(16) 159(19) 149(18) 161(19) 91(11) 28(3) 22( 3)

主観的な経済状況

厳しいほう（n＝63, 3) 15(24) 2( 3) 5( 8) 13(21) 8(13) 9(14) 3(5) 8(13)

0.01

わりと厳しいほう（n＝163, 8) 16(10) 21(13) 28(17) 33(20) 25(15) 25(15) 6(4) 8( 5)

ふつう（n＝1,108, 54) 119(11) 149(14) 205(19) 208(19) 203(18) 121(11) 59(5) 36( 3)

わりと裕福なほう（n＝425, 21) 42(10) 61(14) 81(19) 79(19) 77(18) 54(13) 18(4) 10( 2)

裕福なほう（n＝281, 14) 33(12) 61(22) 51(18) 41(15) 44(16) 26( 9) 11(4) 12( 4)

携帯電話

所有（n＝546, 27) 71(13) 83(15) 108(20) 92(17) 84(16) 58(11) 23(4) 22( 4)
0.36

なし（n＝1,495, 73) 156(11) 210(14) 262(18) 281(19) 273(18) 176(12) 74(5) 54( 4)

スマートフォン

所有（n＝932, 46) 48( 5) 85( 9) 145(16) 181(20) 209(23) 151(16) 63(7) 46( 5)
＜0.01

なし（n＝1,109, 54) 179(16) 208(19) 225(21) 192(18) 148(14) 83( 8) 34(3) 30( 3)

パソコン

所有（n＝462, 23) 34( 7) 53(12) 69(15) 91(20) 91(20) 62(14) 28(6) 31( 7)
＜0.01

なし（n＝1,579, 77) 193(12) 240(15) 301(19) 282(18) 266(17) 172(11) 69(4) 45( 3)

タブレット

所有（n＝711, 35) 29( 4) 82(12) 131(19) 128(18) 153(22) 98(14) 47(7) 36( 5)
＜0.01

なし（n＝1,330, 65) 198(15) 211(16) 239(18) 245(19) 204(15) 136(10) 50(4) 40( 3)

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある（n＝185, 9) 17( 9) 17( 9) 24(13) 29(16) 35(19) 31(17) 12(7) 18(10)

＜0.01たまにある（n＝820, 40) 66( 8) 111(14) 143(17) 154(19) 150(18) 118(14) 42(5) 35( 4)

ほとんどない（n＝1,056, 51) 145(14) 172(16) 208(20) 191(18) 176(17) 87( 8) 43(4) 23( 2)

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある（n＝551, 27) 34( 6) 40( 7) 64(12) 105(19) 118(22) 104(19) 40(7) 41( 8)

＜0.01たまにある（n＝775, 38) 60( 8) 112(15) 155(20) 153(20) 147(19) 88(11) 39(5) 15( 2)

ほとんどない（n＝735, 36) 134(18) 148(20) 156(21) 115(16) 96(13) 44( 6) 18(2) 21( 3)

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない（n＝44, 2) 5(11) 7(16) 6(14) 4( 9) 4( 9) 10(23) 2(5) 6(14)

＜0.01
あまり楽しくない（n＝132, 7) 9( 7) 15(12) 12( 9) 29(22) 27(21) 20(15) 8(6) 10( 8)

まあ楽しい（n＝797, 41) 72( 9) 83(10) 128(16) 146(18) 170(21) 107(13) 51(6) 38( 5)

とても楽しい（n＝969, 50) 124(13) 180(19) 210(22) 177(18) 143(15) 81( 8) 31(3) 14( 1)

x2 検定による P 値の算出

トレンド検定による P 値の算出

()は，列の中での割合（例，女子の中で「ほとんどしない」に該当するのは13）

休日のインターネット使用の回答の欠損（n＝14)
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ターネットの使用が 3 時間以上だったのは全体の

20，休日の使用が 5 時間以上だったのは，21

だった。インターネット使用による睡眠不足の経験

は，11だった。

. 家庭の状況と長時間のインターネット使用お

よび睡眠不足の経験との関連

次に表 4 において，ロジスティック回帰解析の単

変量および多変量解析の結果を示す。上位の学年や
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表 睡眠不足の経験で分けた子どもおよびその家庭の特徴の割合（n＝2,005)

あてはまらない
（n＝1,013, 51)

あまりあて
はまらない
（n＝420,

21)

まあ
あてはまる
（n＝348,

17)

あてはまる
（n＝224,

11)
P 値

性別

女子（n＝1,008, 49) 507(52) 204(21) 183(19) 89( 9)
0.02

男子（n＝1,042, 51) 500(50) 215(21) 161(16) 134(13)

学年

小学校 5 年生（n＝449, 22) 298(68) 64(15) 39( 9) 35( 8)

＜0.01
小学校 6 年生（n＝470, 23) 254(56) 103(23) 65(14) 33( 7)

中学校 1 年生（n＝547, 27) 246(46) 127(24) 97(18) 60(11)

中学校 2 年生（n＝596, 29) 215(37) 126(22) 147(25) 96(16)

インターネット使用開始年齢

6 歳以下（n＝316, 16) 134(44) 53(17) 57(19) 64(21)

0.0179 歳（n＝848, 42) 438(53) 177(21) 128(15) 86(10)

10歳以上（n＝840, 42) 404(50) 180(22) 158(19) 71( 9)

主観的な経済状況

厳しいほう（n＝63, 3) 25(41) 9(15) 10(16) 17(28)

＜0.01

わりと厳しいほう（n＝163, 8) 73(46) 30(19) 35(22) 21(13)

ふつう（n＝1,108, 54) 528(49) 239(22) 194(18) 114(11)

わりと裕福なほう（n＝425, 21) 208(50) 91(22) 76(18) 39( 9)

裕福なほう（n＝281, 14) 167(61) 47(17) 29(11) 32(12)

携帯電話

所有（n＝546, 27) 276(52) 102(19) 85(16) 71(13)
0.17

なし（n＝1,495, 73) 728(50) 315(22) 259(18) 152(11)

スマートフォン

所有（n＝932, 46) 350(38) 225(25) 196(22) 140(15)
＜0.01

なし（n＝1,109, 54) 654(61) 192(18) 148(14) 83( 8)

パソコン

所有（n＝462, 23) 193(43) 90(20) 88(20) 77(17)
＜0.01

なし（n＝1,579, 77) 811(53) 327(21) 256(17) 146(10)

タブレット

所有（n＝711, 35) 286(41) 158(23) 141(20) 109(16)
＜0.01

なし（n＝1,330, 65) 718(56) 259(20) 203(16) 114( 9)

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある（n＝185, 9) 71(39) 33(18) 28(16) 48(27)

＜0.01たまにある（n＝820, 40) 351(44) 186(23) 160(20) 100(13)

ほとんどない（n＝1,056, 51) 590(57) 201(20) 160(16) 76( 7)

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある（n＝551, 27) 195(36) 120(22) 116(21) 109(20)

＜0.01たまにある（n＝775, 38) 354(47) 187(25) 146(19) 66( 9)

ほとんどない（n＝735, 36) 463(65) 113(16) 86(12) 49( 7)

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない（n＝44, 2) 16(37) 3( 7) 6(14) 18(42)

＜0.01
あまり楽しくない（n＝132, 7) 53(40) 21(16) 34(26) 23(18)

まあ楽しい（n＝797, 41) 304(39) 189(25) 162(21) 115(15)

とても楽しい（n＝969, 50) 577(61) 188(20) 125(13) 54( 6)

x2 検定による P 値の算出

トレンド検定による P 値の算出

()は，列の中での割合（例，女子の中で「あてはまらない」に該当するのは52)

睡眠不足の経験に関する質問の回答の欠損（n＝57)
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表 平日および休日における長時間のインターネット使用，インターネット使用による睡眠不足に関連する要因

の分析

平日における長時間の
インターネット使用

休日における長時間の
インターネット使用

睡眠不足

粗オッズ比 調整オッズ比 粗オッズ比 調整オッズ比 粗オッズ比 調整オッズ比

OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI

男子 1.35[1.01, 1.61] 1.17[0.90, 1.52] 1.42[1.14, 1.76] 1.21[0.94, 1.55] 1.54[1.16, 2.04] 1.37[0.99, 1.89]

学年

小学校 5 年生 Ref Ref Ref Ref Ref Ref

小学校 6 年生 0.79[0.54, 1.14] 0.77[0.49, 1.21] 0.96[0.67, 1.39] 0.91[0.60, 1.40] 0.90[0.55, 1.47] 0.95[0.55, 1.66]

中学校 1 年生 1.49[1.07, 2.07] 1.46[0.96, 2.23] 1.59[1.14, 2.22] 1.64[1.09, 2.46] 1.46[0.94, 2.27] 1.61[0.95, 2.74]

中学校 2 年生 1.98[1.44, 2.72] 1.75[1.15, 2.67] 2.12[1.54, 2.92] 2.06[1.37, 3.10] 2.25[1.50, 3.39] 2.39[1.42, 4.04]

インターネット使用開始年齢

6 歳以下 1.94[1.43, 2.63] 2.01[1.37, 2.95] 2.19[1.62, 2.95] 2.50[1.73, 3.62] 2.74[1.90, 3.96] 2.72[1.73, 4.29]

79 歳 1.12[0.87, 1.43] 1.38[1.02, 1.88] 1.20[0.93, 1.54] 1.54[1.15, 2.07] 1.21[0.87, 1.68] 1.55[1.05, 2.27]

10歳以上 Ref Ref Ref Ref Ref Ref

主観的な経済状況

厳しいほう 2.27[1.32, 3.90] 1.67[0.86, 3.25] 1.90[1.10, 3.30] 1.38[0.71, 2.68] 3.26[1.80, 5.89] 2.51[1.23, 5.11]

わりと厳しいほう 1.16[0.77, 1.73] 1.16[0.73, 1.85] 1.30[0.88, 1.92] 1.35[0.87, 2.09] 1.28[0.78, 2.11] 1.31[0.75, 2.28]

ふつう Ref Ref Ref Ref Ref Ref

わりと裕福なほう 0.92[0.69, 1.23] 0.88[0.63, 1.24] 0.99[0.74, 1.31] 0.99[0.71, 1.36] 0.88[0.60, 1.29] 0.95[0.62, 1.45]

裕福なほう 1.07[0.77, 1.48] 1.20[0.79, 1.82] 0.87[0.62, 1.23] 0.98[0.65, 1.48] 1.11[0.73, 1.68] 1.56[0.95, 2.57]

機器所有

携帯電話 0.91[0.71, 1.18] 0.89[0.65, 1.21] 0.91[0.71, 1.17] 0.86[0.64, 1.16] 1.31[0.97, 1.77] 1.18[0.83, 1.70]

スマートフォン 3.30[2.61, 4.17] 2.55[1.92, 3.38] 2.52[2.01, 3.16] 1.89[1.45, 2.47] 2.18[1.63, 2.90] 1.66[1.17, 2.34]

パソコン 1.69[1.32, 2.15] 1.12[0.83, 1.52] 1.60[1.26, 2.05] 1.07[0.80, 1.44] 1.98[1.47, 2.67] 1.24[0.86, 1.78]

タブレット 1.81[1.45, 2.26] 1.59[1.21, 2.07] 1.68[1.35, 2.10] 1.43[1.10, 1.85] 1.93[1.46, 2.55] 1.70[1.23, 2.35]

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある 2.85[2.00, 4.06] 1.52[0.98, 2.37] 2.92[2.05, 4.14] 1.59[1.03, 2.44] 4.55[3.04, 6.82] 2.97[1.81, 4.86]

たまにある 1.85[1.46, 2.34] 1.32[1.00, 1.75] 1.82[1.44, 2.30] 1.41[1.07, 1.85] 1.80[1.31, 2.46] 1.50[1.05, 2.16]

ほとんどない Ref Ref Ref Ref Ref Ref

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある 5.28[3.90, 7.16] 3.07[2.13, 4.43] 4.01[3.00, 5.35] 2.20[1.56, 3.10] 3.42[2.39, 4.89] 1.56[1.01, 2.40]

たまにある 2.14[1.57, 2.91] 1.59[1.11, 2.27] 1.77[1.32, 2.37] 1.27[0.91, 1.77] 1.30[0.88, 1.91] 0.94[0.61, 1.46]

ほとんどない Ref Ref Ref Ref Ref Ref

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない 3.52[1.81, 6.85] 1.41[0.65, 3.05] 4.58[2.44, 8.60] 2.05[1.00, 4.18] 11.87[6.10, 23.08] 4.17[1.92, 9.04]

あまり楽しくない 2.83[1.84, 4.36] 2.03[1.25, 3.31] 2.73[1.79, 4.17] 1.83[1.14, 2.92] 3.51[2.07, 5.95] 2.15[1.20, 3.87]

まあ楽しい 2.66[2.06, 3.42] 2.18[1.63, 2.90] 2.17[1.69, 2.77] 1.64[1.24, 2.16] 2.89[2.06, 4.06] 2.14[1.47, 3.11]

とても楽しい Ref Ref Ref Ref Ref Ref

注OR＝オッズ比，95CI＝95信頼区間，Ref＝参照群

平日における一日 3 時間以上のインターネット使用を「長時間」と定義

休日における一日 5 時間以上のインターネット使用を「長時間」と定義

インターネット使用により寝不足になったことがあるに「あてはまる」を「睡眠不足」の経験と定義

各機器を所有していない群と比較した場合のオッズ比と95信頼区間
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インターネットを使い始めた年齢が低いほどイン

ターネットの長時間使用との関連が強い傾向が見ら

れた。例えば，小学校 5 年生と比較した場合，中学

校 2 年生の平日の長時間のインターネット使用の調

整オッズ比は， 1.75［ 1.152.67］，休日は 2.06

［1.373.10］，睡眠不足は2.39［1.424.04］だった。

また10歳以降でインターネットを使い始めた子ども

と比較した場合，6 歳またはそれ以前から使ってい

た子どもたちの平日の長時間使用の調整オッズ比は

2.01［1.372.95］，休日は2.50［1.733.62］，睡眠不

足は2.72［1.734.29］で，すべて統計的に有意だっ

た。主観的な経済状況に関しては，共変量を調整

後，顕著な傾向は観察されなかった。

本研究において主な曝露変数として設定した家族

との関係や親のインターネットの使い方に関して

は，共変量を調整後も，長時間使用や睡眠不足との

関連が見られた。例えば，会話中の親の携帯電話や

スマートフォンの使用や家族が一緒にいてもそれぞ

れ自分の携帯電話やスマートフォンを操作するかど

うかに注目すると，「よくある」と答えた群の子ど
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表 平日および休日における長時間のインターネット使用，インターネット使用による睡眠不足に関連する要因

の分析

平日における長時間の
インターネット使用

休日における長時間の
インターネット使用

睡眠不足

女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子

OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI OR 95CI

学年

小学校 5 年生 Ref Ref Ref Ref Ref Ref

小学校 6 年生 0.83[0.40, 1.71] 0.76[0.42, 1.37] 1.23[0.64, 2.37] 0.70[0.39, 1.24] 0.42[0.15, 1.14] 1.36[0.67, 2.76]

中学校 1 年生 1.98[1.02, 3.83] 1.26[0.71, 2.23] 1.87[0.99, 3.53] 1.49[0.86, 2.58] 1.53[0.68, 3.43] 1.64[0.79, 3.40]

中学校 2 年生 2.30[1.19, 4.45] 1.46[0.83, 2.57] 2.86[1.52, 5.35] 1.55[0.90, 2.69] 2.98[1.34, 6.61] 1.98[0.98, 4.03]

インターネット使用開始年齢

6 歳以下 1.82[1.01, 3.29] 2.10[1.24, 3.56] 2.53[1.45, 4.42] 2.23[1.34, 3.70] 3.46[1.72, 6.96] 2.27[1.22, 4.23]

79 歳 1.54[0.98, 2.43] 1.22[0.80, 1.87] 1.97[1.27, 3.04] 1.20[0.80, 1.81] 2.33[1.29, 4.21] 1.15[0.68, 1.94]

10歳以上 Ref Ref Ref Ref Ref Ref

主観的な経済状況

厳しいほう 2.04[0.71, 5.83] 1.37[0.56, 3.36] 3.08[1.17, 8.11] 0.66[0.24, 1.82] 4.72[1.55, 14.39] 1.84[0.70, 4.80]

わりと厳しいほう 0.85[0.40, 1.80] 1.47[0.81, 2.68] 1.40[0.72, 2.72] 1.47[0.82, 2.64] 1.72[0.74, 3.98] 1.10[0.51, 2.38]

ふつう Ref Ref Ref Ref Ref Ref

わりと裕福なほう 1.03[0.62, 1.71] 0.81[0.51, 1.29] 1.04[0.64, 1.68] 0.95[0.61, 1.47] 0.84[0.42, 1.67] 0.96[0.55, 1.67]

裕福なほう 1.20[0.65, 2.21] 1.21[0.68, 2.16] 0.80[0.43, 1.50] 1.19[0.68, 2.08] 1.59[0.76, 3.32] 1.43[0.71, 2.87]

機器所有

携帯電話 0.93[0.59, 1.47] 0.93[0.61, 1.43] 1.04[0.68, 1.60] 0.79[0.52, 1.21] 1.40[0.81, 2.44] 1.08[0.66, 1.77]

スマートフォン 3.13[2.01, 4.88] 2.29[1.57, 3.35] 2.43[1.61, 3.67] 1.62[1.13, 2.34] 2.25[1.29, 3.95] 1.40[0.88, 2.22]

パソコン 1.75[1.13, 2.73] 0.74[0.48, 1.14] 1.05[0.68, 1.64] 1.05[0.70, 1.58] 1.58[0.92, 2.72] 1.04[0.63, 1.71]

タブレット 1.38[0.92, 2.07] 1.80[1.25, 2.60] 1.49[1.01, 2.21] 1.46[1.02, 2.09] 1.61[0.97, 2.69] 1.92[1.24, 2.98]

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある 2.53[1.35, 4.75] 0.94[0.49, 1.81] 2.27[1.23, 4.16] 1.11[0.59, 2.09] 2.59[1.22, 5.52] 3.24[1.64, 6.40]

たまにある 1.73[1.12, 2.66] 1.06[0.72, 1.55] 1.63[1.08, 2.47] 1.23[0.85, 1.79] 1.18[0.67, 2.06] 1.61[1.00, 2.61]

ほとんどない Ref Ref Ref Ref Ref Ref

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある 3.35[1.92, 5.83] 3.10[1.88, 5.09] 2.05[1.24, 3.39] 2.42[1.50, 3.90] 1.17[0.59, 2.31] 1.88[1.06, 3.35]

たまにある 1.68[0.97, 2.90] 1.57[0.97, 2.53] 1.10[0.67, 1.81] 1.46[0.93, 2.29] 1.01[0.52, 1.95] 0.91[0.50, 1.64]

ほとんどない Ref Ref Ref Ref Ref Ref

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない 1.15[0.34, 3.91] 1.81[0.63, 5.18] 0.89[0.27, 2.89] 4.09[1.55, 10.76] 2.89[0.84, 9.94] 5.76[1.98, 16.74]

あまり楽しくない 2.06[0.96, 4.40] 2.29[1.18, 4.42] 1.58[0.76, 3.26] 2.13[1.12, 4.02] 2.50[0.96, 6.50] 2.50[1.14, 5.48]

まあ楽しい 2.12[1.38, 3.24] 2.43[1.61, 3.67] 1.45[0.96, 2.17] 1.90[1.28, 2.82] 2.06[1.18, 3.59] 2.65[1.56, 4.48]

とても楽しい Ref Ref Ref Ref Ref Ref

注OR＝オッズ比，95CI＝95信頼区間，Ref＝参照群

平日における一日 3 時間以上のインターネット使用を「長時間」と定義

休日における一日 5 時間以上のインターネット使用を「長時間」と定義

インターネット使用により寝不足になったことがあるに「あてはまる」を「睡眠不足」の経験と定義

各機器を所有していない群と比較した場合のオッズ比と95信頼区間
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もの平日および休日の長時間のインターネット使用

および睡眠不足のオッズ比が有意に高かった。ま

た，家族が一緒にいてもそれぞれが自分の携帯電話

やスマートフォンを操作することがほとんどない群

と比較した場合，よくある群の平日の長時間使用の

オッズ比は， 3.07［ 2.134.43］，休日は， 2.20

［1.563.10］，睡眠不足は1.56［1.012.40］だった。

家族と一緒にいて楽しいかどうかで比較した場合

も，一緒にいて楽しくない群のほうがインターネッ

トの長時間使用および睡眠不足のオッズ比が高い傾

向にあった。とても楽しい群と比較した場合に，楽

しくない群の休日の長時間使用のオッズ比は，2.05

［1.004.18］，睡眠不足は4.17［1.929.04］だった。

また，スマートフォンやタブレットを所有している

子どもと所有していない子どもを比較した場合，所

有している群において平日および休日の長時間使用

および睡眠不足の可能性が高い傾向が見られた。ス

マートフォン所有の子どもの平日におけるインター

ネットの長時間利用のオッズ比は，2.55［1.92

3.38］，休日は1.89［1.452.47］，睡眠不足は1.66

［1.172.34］だった。

長時間使用を平日 4 時間以上，休日10時間以上と
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表 家庭の状況ごとの携帯電話やパソコンの使い方などについてルールを決めていない割合

利用時間 P 値 内容 P 値 使用のルール P 値 使用料金 P 値

会話中の携帯電話やスマートフォンの使用

よくある（n＝185) 108(58)

＜0.01

91(50)

0.04

43(24)

0.04

54(30)

0.02たまにある（n＝820) 432(53) 372(46) 197(24) 210(26)

ほとんどない（n＝1,056) 480(46) 435(42) 203(19) 226(22)

一緒にいても携帯電話やスマートフォンの操作

よくある（n＝551) 350(64)

＜0.01

291(54)

＜0.01

153(28)

＜0.01

163(30)

＜0.01たまにある（n＝775) 383(50) 324(42) 149(19) 166(22)

ほとんどない（n＝735) 287(39) 283(39) 141(19) 162(22)

家族と一緒にいて楽しい

楽しくない（n＝44) 24(55)

＜0.01

27(61)

＜0.01

9(21)

＜0.01

11(25)

＜0.01
あまり楽しくない（n＝132) 85(66) 74(57) 39(30) 40(31)

まあ楽しい（n＝797) 456(57) 404(51) 220(28) 221(28)

とても楽しい（n＝969) 404(42) 342(36) 155(16) 190(20)

「親（保護者）は携帯電話やスマートフォンを使用しながら私と話す」に「よくある」と回答した群の中で，携帯

電話やパソコンの利用時間の「ルールを決めていない」割合を示す。「ルールを決めて守っている」もしくは「ルー

ルを決めているが守れていない」は，42。

x2 検定による算出
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再定義し，再度，分析を行ったが全体の傾向に顕著

な変化は見られなかった。

. 追加分析

表 5 に性別による層別解析の結果を示す。平日お

よび休日における長時間のインターネット使用およ

び睡眠不足の経験に関して，小学 5 年生と中学校 2

年生を比較した場合，男子よりも女子のほうが関連

が強かった（平日における長時間のインターネット

使用女子 OR＝2.30［1.19, 4.45］，男子 OR＝

1.46［0.83, 2.57］）。スマートフォン所有について

も，男子より女子のほうが各アウトカムとの関連が

強い傾向が見られた。会話中の携帯電話やスマート

フォンの使用と平日および休日における長時間のイ

ンターネット使用との関連は，女子でのみ有意だっ

た。一方，家族と一緒にいて楽しいかどうかと休日

の長時間のインターネット使用との関連は，男子で

のみ有意だった。

表 6 では，「ルールを決めていない」と答えた割

合との相関を x2 検定で分析した結果を示す。親が

携帯電話やスマートフォンを使用しながら子どもと

話すことがよくある家庭では，使用のルールを決め

ていないと答えた割合が高かった。家族が一緒にい

てもそれぞれが自分の携帯電話やスマートフォンを

操作しているかどうかとの関連についても同様の傾

向が見られた。子どもが家族と一緒にいてとても楽

しいと答えた群では，ルールを決めていないと答え

た割合が低かった。つまり，家族と一緒にいてとて

も楽しいと答えた群では，ルールを決めている割合

が高かった。

 考 察

先行研究では，保護者が使用状況の把握をしてい

なかったり，使用ルールを設定していない場合，小

中学生のデジタル機器使用の長時間使用の傾向が示

されているが14,17)，本研究では，親自身の携帯電話

やスマートフォンの使用のあり方にも注意が必要で

あることが示された。また，子どもが親と一緒にい

て楽しくないと感じることによる悪影響の可能性も

示唆された。日本国内で，これらの関連を示した先

行研究は中村らの研究および堀川の研究などに限ら

れており18,19)，貴重な知見であると言える。また，

スマートフォンやタブレットの所有，インターネッ

トの使用開始年齢などが子どものインターネット使

用時間に影響を与える可能性も示唆された。とく

に，女子において，スマートフォンの所有との関連

が強く，また親の会話中の携帯電話やスマートフォ

ン使用に敏感である可能性が示唆された。一方，家

族と一緒にいて楽しいかどうかに関しては，男子で

より強い関連が見られた。これらの知見は，スマー

トフォンやタブレットなどの使用が広く浸透しかつ

低年齢化している日本社会において，子どもたちの

適切なインターネットの使用習慣の形成を促す環境

づくりを考える上で重要な情報である。

伊藤の研究によると，中高生においてモバイル・

インターネット機器の使用は自分の部屋で行ってい

ると答える割合が約 8 割であり，かつ寝る直前に使

用していると答えているのが中学生で 6 割，高校生

で約 8 割であった20)。津田らが小学校高学年の児童
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および中学生の生徒を対象に実施した研究でも同じ

ような傾向が明らかになっており，持ち運び可能な

機器の使用や自分専用の機器の所有がインターネッ

トの依存傾向に関連していた11)。これらの結果は，

持ち運びしやすくかつ多機能なスマートフォンやタ

ブレットを所有している場合に睡眠不足を経験しや

すいという本研究の結果と整合性がある。また，親

との関係が良好でない子どもは，自分の部屋に閉じ

こもってインターネットを長時間使用するという可

能性も考えられる。内海は，長時間のインターネッ

ト使用がネットいじめをすることと受けること両方

の経験と関連していることを示している12)。

津田らの研究および山脇らの研究では，インター

ネット依存がメンタルヘルスや学習習慣や運動習慣

に悪影響を与える可能性が示されている11,21)。渡邉

らが中学生を対象に実施した調査では，一日に 2 時

間以上 TV やゲーム，インターネット，携帯電話を

使用している場合，男女ともに愁訴が多くなる傾向

が見られた22)。また，穐本らは，小学校児童を対象

に行った研究で睡眠不足感が登校回避感情と関連し

ていることを示した23)。Yamada らの研究では，学

年が高くなるほどメディア機器の長時間使用のリス

クが高まり，メディア機器の長時間使用は，夜遅い

時間に寝て，朝食を食べない傾向と関連してい

た14)。本研究でも，睡眠不足の経験と上位との学年

との間に関連が見られた。本研究におけるスマート

フォンやタブレットの所有とインターネットの長時

間使用や睡眠不足の経験の関連という結果から，長

時間のインターネット使用が睡眠や運動，食事など

の生活習慣の乱れを媒介して思春期の児童生徒の心

や体に与える悪影響を及ぼす可能性も考えられる。

よって，このようなメカニズムを想定した縦断調査

の必要性が示唆された。

本研究では，親との関係が子どものインターネッ

トの長時間利用と関連していることを示したが，こ

の知見は先行研究の成果と一致している。例えば，

堀川の研究では，スマートフォンやネットに依存状

態である中高生とそうでない中高生の母子300組が

お互いをどのように評価しているのかを分析し

た19)。その結果，依存状態の子どもは，母親が「本

当の自分を知らない」と考えている傾向が明らかに

なった。また，依存状態の子どもの母親は，「最近

子どもの言っていることが分からなくなってきた」

と答える傾向が見られた。小学校児童，中学校およ

び高校生生徒を対象にした戸部らの研究では，テレ

ビゲームへの依存度の高さと「親になんでも話せる」

程度の低さに関連が見られた24)。中村らが中学生と

その保護者を対象に実施した研究では，子どもと親

でゲームやテレビの使用時間に関する回答の一致性

が低い場合，子どものゲームの使用時間が長い傾向

が見られた18)。インターネットの使用時間が長い子

どもの保護者が，子どもの実際の使用時間を過小評

価する傾向は，藤田の研究でも見られた25)。親子関

係が良好でない場合，子どもの行動を親が把握でき

ておらず，結果，このような不一致が発生する可能

性が考えられる。

また親が無意識に携帯電話やスマートフォンを子

どもの前で多用している場合，親自身がインター

ネットに依存している可能性，もしくはインター

ネット依存の危険性に対する認識が薄い可能性が考

えられる。先行研究では，使用の際のルールがない

家庭の子どもは長時間使用しやすい傾向が見られ

た11,14)。また，Yamada らの研究では，親のイン

ターネット使用時間が長いと子どものメディア機器

使用時間が長い傾向が見られた14)。本研究の追加分

析でも，インターネットやパソコンの使用に関する

ルールが設定されていない家庭では，親がよく携帯

電話やスマートフォンを操作しながら子どもと話し

たり，家族が一緒にいてもそれぞれ携帯電話やス

マートフォンを操作する傾向が見られた。また，

ルールが設定されている家庭のほうが，子どもが家

族と一緒にいて楽しいと答える割合が高かった。イ

ンターネットの使用年齢が低い場合において長時間

使用との関連が強かったことから，子どものイン

ターネット長時間使用の予防策として，子どもが幼

いときから親が自分自身の携帯電話やスマートフォ

ンの使用のあり方に注意する必要性や，家庭内にお

けるルールの策定および家族全員の遵守の有効性が

示唆された。アメリカで実施された縦断研究では，

親がモバイル機器の使用に気を取られることが多い

家庭では，子どもの問題行動のリスクが高まる傾向

が示されている26)。

本研究の弱みとして，親の学歴などが測定されて

いないため，交絡要因の影響による相関の可能性を

排除できていないことが挙げられる。また，子ども

の食習慣や運動習慣などについても尋ねていないた

め，それらの生活習慣と親子関係との関連を分析す

ることができなかった。今後の研究では，これらの

情報も合わせて調査することが望ましい。また，

『インターネット社会の親子関係に関する意識調査』

は横断研究で時間的な順序が特定できないため，因

果関係は推定できない。本研究では，親子関係がイ

ンターネットの長時間使用に影響を及ぼしていると

想定しているが，子どもがインターネットに依存し

ているため，親と一緒にいても楽しくないと感じる

可能性は否定できない。また，本調査では，妥当性
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が検証された質問項目を用いていないため，誤差を

含んだ回答が混じっている可能性が考えられる。今

後の研究では，家族関係をどのように評価するのか

議論を深める必要がある。また，本調査への参加の

拒否による選択バイアスの可能も考えられるが，同

意率は高いため得られた結果への影響は小さいと予

想される。

2018年に世界保健機構は，長期間，生活に支障を

きたすほどゲームにのめり込んでしまう状態をゲー

ム障害と定義し，けがや病気の分類のガイドライン

に加えた27)。日本の子どもたちのインターネットの

長時間使用の社会的リスク要因を明らかにすること

は，今後，子どもたちが適切にインターネットを使

用する環境を構築していく上で非常に重要である。

日本小児保健協会，日本小児科学会，日本小児科医

会，日本小児期外科関連協議会の合同の提言では，

子どものインターネット使用に関連する下記の四つ

の問題点（◯情報管理ができない，◯日常生活のリ

ズムの障害が生じやすい，◯親子の絆や実体験不足

により社会性獲得の機会が欠如する危険性，◯子ど

もたちにスマートフォンを購入し，維持管理する経

済能力がない）を挙げている28)。この提言の中で，

保護者に対しても具体的なルールを列挙しており，

本研究で得られた知見はこのような各家庭における

ルール作りの必要性を支持するものである。

 結 語

過去10年でスマートフォンやタブレットなどのデ

ジタル機器が急速に普及したが，それらの使用が子

どものこころと体に与える影響の理解や子どもがそ

れらの機器を適切に使用する環境作りが追いついて

いない。一方で，それらの機器を通じてインター

ネットを有効活用することで子どもの学びや発達が

促進される可能性も同時に考慮する必要がある。今

後，適切な環境づくりに必要な知見を蓄積するため

に，さらなる疫学調査の実施が望まれる。

開示すべき COI 状態はない。

本研究は，国立青少年教育推進機構が2017年に実施し

た『インターネット社会の親子関係に関する意識調査』

の報告書内の著者の論考を改変して投稿したものです。

本研究にあたり，データを提供してくださった国立青

少年教育推進機構青少年教育研究センターに感謝申し上

げます。
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Association between home environment and children's long hours of internet use:

An analysis of Survey on Parent-child Relationship in the Internet Age

Tsuguhiko KATOand Kotaro AOKI2

Key wordsinternet use, home environment, parent-child relationship, lack of sleep, elementary school stu-

dents, junior high school students

Objectives The purpose of this study was to investigate the association between home environment and long

hours of internet use among Japanese elementary school and junior high school students.

Methods We used data from the Survey on Parent-child Relationship in the Internet Age conducted by the

Japanese National Institute for Youth Education in 2017. In the analysis, 2062 children between

ˆfth grade of elementary school and second grade of junior high school from 20 prefectures in Japan

were retained after excluding 210 children with no internet use. Exposure variables included chil-

dren's ownership of internet devices (e.g., smartphones), parents' ways of using a mobile phone or

smartphone at home, and the child's relationship to his or her parents. Outcomes were long hours of

internet use on a weekday and a weekend day and experiencing a lack of sleep. We deˆned long

hours as three or more hours on a weekday and ˆve or more hours on a weekend day. Odds ratios

(OR) and 95 conˆdence intervals (95CI) were estimated using logistic regression analyses.

Results Children's ownership of a smartphone or tablet was associated with long hours of internet use and

experiencing lack of sleep. Compared to non-owners, adjusted odds ratios for smartphone owners

were 2.55 [95CI: 1.923.38] for long hours of internet use on a weekday and 1.66 [95CI:

1.172.34] for lack of sleep. Spending long hours on the internet on the weekend was associated

with parents using mobile phones while talking to their children [OR＝1.59, 95CI: 1.032.44]

and children who do not enjoy being with family [OR＝2.05, 95CI: 1.004.18]. Additional anal-

ysis showed that situations such as parents' frequent use of mobile phones during talking, family

members' frequent use of mobile phones even during family time, and not enjoying being with fami-

ly were associated with not setting rules for children's use of mobile phones and personal computers

at home.

Conclusion Our ˆndings suggest that factors such as ownership of devices and the ways parents use their

mobile phones are associated with children's hours of internet use at home. To create an environ-

ment where children use internet appropriately, parental practices regarding mobile device use and

rule setting at home may be important.
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2Kokugakuin University


